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小樽南ロータリークラブ会報
１９６ ０ 年 創 立
昭和３５年２月５日
１ ９ ６ ０ 年 創 立
昭和３５年２月５日
２０２６年６月１９日金発行
通巻第３１３１号
６月１２日
●休会

６月１９日
●クラブアッセンブリー

６月２６日
●期末懇親会
（場所：朝里クラッセホテル　点鍾：18時～）
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2025 - 2026 年度ＲＩ第２５１０地区目標
1.会員増強
2.クラブ活性化
3.奉仕活動推進
4.若い世代とのつながり強化

２０２５－２０２６年度 地区活動方針
Revival（リバイバル） 

～原点に立ち返り、未来への繁栄へ～

Ｍｙ Ｒｏｔａｒｙ
２５１０地区ホームページ
ＩＣＴ委員会Ｆａｃｅｂｏｏｋ
各委員会へのメール

■（医）越前谷脳神経クリニック　越前谷将紀様　卓話

●例会場：オーセントホテル小樽　●例会日：毎週金曜日12時 30分
●事務局：〒047‐0032小樽市稲穂2‐15‐1（オーセントホテル内）TEL.0134‐27‐8123

●Club Homepage：URL https://rid2510.org/otarushouth/
再
来
週

����5.女性会員増強
6.会員研修充実
7.紛争予防と平和推進
8.ロータリー財団活動強化

FAX.0134‐26‐6935

■ロータリーソング【奉仕の理想】
■会長挨拶【佐藤友美会長】

　越前谷様、本日は小樽南ロータ
リークラブにお越しいただき誠に
ありがとうございます。後ほどの
卓話を会員一同楽しみにしており
ます。どうぞよろしくお願いいた
します。
　本日お話しいただく越前谷様の
「旦那衆」が４月に落語会を開催さ
れました。以前から一度伺ってみ
たいと思っておりましたが、なか
なか機会がなく今回初めて参加さ

せていただきました。大変楽しい時間を過ごしたくさん
笑わせていただきました。
　「笑う門には福来る」という言葉があります。子どもの
頃は、福が来るから笑うものだと思っておりましたが、大
人になってから笑うからこそ福が来るのだと知りました。
　先日、大阪で落語を聴きに行った北海道の方から「大
阪の方は、そこまで面白い場面でなくても、なぜか皆さ
ん笑っている」という話を聞きました。よく聞いてみる
と大阪の方々は、単に話の内容だけではなく笑うことそ
のものを楽しみに寄席へ足を運んでいるのだそうです。
まさに笑うことによって福を呼び込むそのような気持ち
で皆様が寄席に行かれているのだろうと感じました。
ただ今回私が寄席に伺った際には心からたくさん笑わせ
ていただきました。
　今のご時世さまざまなことがございますが皆様にもぜ
ひ笑顔で福を呼び込んでいただきたいと思います。本日
の例会が皆様にとってより有意義な時間となりますこと
を願いましてご挨拶とさせていただきます。本日もどう
ぞよろしくお願いいたします。
■幹事報告
①今後の例会予定は以下の通りです。
１２日：休会
１９日：クラブアッセンブリー
　　　　（場所：朝里クラッセホテル　点鍾：１８時～）
２６日：期末懇親会
②６月３０日をもって小樽銭函ロータリークラブが終結
します。現時点で２名ほどご入会の意向をいただくこと
ができました。次期７月以降、井手会長年度におきまし
てはまず２名の方をお迎えできる見込みです。

■出席報告
２０２６年６月５日
総会員数５１名　欠席者数１６名
井手、伊早坂、工藤、斉藤（英）、佐藤（公）、佐藤（勉）、
田中（彰）、馬場、吹田、松尾、松浦、宮川、湊、水谷、盛、
山田
■ゴルフ同好会開催

　５月３０日（土）今期第１回目のゴルフ同好会を開催し
ました。市内では運動会が開催されていた同日、ゴルフス
タートの３０分前から、非常に激しい雨が降り各プレイ
ヤーがカッパの準備を進めながら空を眺めていましたが、
スタート時には雨も上がり、前半戦で少し雨に当たった程
度で後半戦は晴れた中でプレーすることが出来ました。
　各プレーヤーがシーズンの始めであったことから苦戦
をしておりましたが、無事にプレーすることが出来まし
た。今例会は、都合が合わなかったり、急な負傷などで
参加が６名と非常に少ない参加ではありましたが、ダブ
ルペリヤ戦で行われたことから最も運のよかったキャプ
テンの井手が優勝、三栖会員が準優勝となりました。早速、
荒田会員よりニコニコの封筒が渡される例会でありまし
た。次回は６月２０日になります。是非多くの方に参加
を頂きたいと思っております。
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まごころ箱・・・・・・いつも有難うございます！

入金集計額 ６９７,７００合
計

 佐  藤（友） 会員…越前谷様本日は卓話ありがとうございました。
 石　　上　 会員…しばらく出席できず大変失礼致しました。４月に妻の

誕生祝、５月に結婚祝を頂きありがとうございました。
 拝　　田　 会員…５月１５日に５４歳になりました。又、５月１０日に

は２３回目の結婚記念日を迎えることが出来ました。
 山　　村　 会員…緑村会総会開催されました。２４名の村民・村友の

方が出席されありがとうございました。役員を紹介い
たします。松浦名誉村長・山村村長・井手助役・佐藤
雅之収入役・松尾会計です。宜しくお願いします。

　　桂　　 会員…今年で還暦となり、毎日忙しい日々を送っています。
 佐  藤（雅） 会員…また１つ年を取ります。楽しい１年にしたいです！
 荒　　田　 会員…越前谷様卓話ありがとうございました＋夫人誕生祝
 井　　手　 会員…R８年度ゴルフ同好会にて初優勝させていただきまし

た。米山会員が不在のチャンスで優勝！是非、米山会員
出席の折に優勝したいです。

 広　　瀬　 会員…協力金
 小  笠  原  会員…結婚祝

令和 7.7.1 ～令和 8.6.5（45,000 円） 円

佐藤　雅之 会員
おめでとうございます

会　員　誕　生　祝

例会プログラム
■（医）越前谷脳神経クリニック 越前谷将紀様 卓話

　４月２４日の日本橋での会において独
演会の宣伝の機会をいただいたこと、ま
た本日小樽南ロータリークラブで卓話の
機会をいただいたことに感謝申し上げま
す。私は小樽で生まれ育ち、京都、ロン
ドン、東京を経て２０２１年に小樽へ戻
り、現在は越前谷脳神経クリニックで管

理部長を務めています。
　私たち「小樽旦那衆」は、コロナ禍で静まり返った小
樽の街を見て、この街に何かできないかと考え仲間と立
ち上げたグループです。かつて小樽の旦那衆が芸術文化
を市民の中に根付かせたように、私たちもその精神を受
け継ぎ、２０２２年から落語会を開催してきました。
　小樽はかつて北海道経済の中心として栄え、日本遺産
にも認定された「北海道の心臓」と呼ばれたまちです。
経済的な機能は弱まっても、この街には今も文化という
「心」が残っていると信じています。落語は、映像で見る
だけではなく、同じ空間で笑い、想像し、観客も一緒に
世界を作り上げる「経験としての文化」です。
　活動を共にしてきた錦笑亭満堂さんとの出会いから始
まった落語会は、最初は４０人規模の小さな会でしたが、
その後、マリンホールでの真打昇進記念興行や、三遊亭
好楽師匠の出演へと広がりました。また、新倉屋さんと

２０２６～２０２７年度　各委員長及び委員メンバー

の出会いにより桜の季節に団子を食べながら落語を楽し
む企画も実現しました。団子の味、桜、笑いの記憶が結
びつくことで、文化は心に深く残ります。
　私たちに大きな資金力はありませんが小樽への熱い思
いがあります。これからも落語をはじめさまざまな文化
活動を通じて小樽の心を次の世代へつないでいきたいと
思います。 


